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人口

第2期
事業埋め立て地

第
一
期
事
業
の
埋
め
立
て
地
。
右
は
第
二
期
事
業
分

(紫
色
)
の
埋
め
立
て
地

平
標
市
最
後
の
ご
み
埋
め
立
て
地
と
い
わ
れ
て
い
る
遠
藤
原

一
般
廃
策
物
最
終
処
分
場
の
第

一
期
分
の
埋
め
立
て
は
、
あ
と
三
年
で
満
杯
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
み
の
最
後
の
と
り
で
で
あ
る
第
二
期
処
分
場
の
埋
め
立
て
地
を
確
保

す
る
た
め
の
工
事
を
、
三
年
継
続
事
業
で
進
め
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
少
し
で
も
埋
め
立

て
地
が
延
命
で
き
る
よ
う
、
ご
み
の
分
別
収
集
と
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
化
で
延
命

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
開

設
し
た
下
水
上
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
(
十
二
年
間
使
用
)

に
続
く
も
の
で
、
十
六
番
目
の

最
終
処
分
場
で
す
。

現
在
埋
め
立
て
て
い
る
第
一

期
処
分
場
は
、
昭
和
五
十
七
年

か
ら
五
十
九
年
三
月
ま
で
の
二

か
年
継
続
事
業
で
整
備
を
し
た

も
の
で
、
約
十
年
間
で
二
十
二

万
三
千
立
方
討
の
埋
め
立
て
量

を
確
保
し
ま
し
た
。

埋
め
立
て
を
始
め
た
昭
和
五

十
九
年
度
の
埋
め
立
て
盛
は
一

万
八
千
四
百
立
方
討
、
六
十
年

度
は
二
万
三
千
九
百
立
方
討
、

六
十
一
年
度
は
ニ
万
八
千
九
百

立
方
討
と
、
埋
め
立
て
地
へ
の

埋
め
立
て
量
は
、
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

ご
み
の
埋
め
立
て
地
が
す
ぐ
い

っ
ぱ
い
に
な
る
た
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
の
分
別

収
集
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
手
始
め
は
、
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
全
市
域
に
実
施
し
た

ご
み
の
分
別
収
集
で
す
。
続
い

て
、
新
し
い
ご
み
の
焼
却
施
設

が
完
成
し
た
た
め
、
焼
却
能
力

の
向
上
に
よ
り
焼
却
残
灰
が
減

少
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
元
年
に
新
し
い
破
砕
処
理

場
が
完
成
し
た
の
で
、
埋
め
立

て
地
へ
運
ぶ
ご
み
の
量
は
さ
ら

に
減
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
数
字
を
見
る
と
、
平
成

四
年
度
が
一
万
八
百
立
方
討
、
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五
年
度
は
一
万
九
百
立
方
針
と

大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
多
か

っ
た
昭
和
六
十

一
年
か
ら
比
較

す
る
と
、
埋
め
立
て
畳
は
年
間

約
三
分
の

一
、
一
万
八
千
立
方

討
も
減
量
し
、
計
算
上
で
は
八

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
し
て
二
千
二
百

五
十
台
分
も
運
ぶ
震
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
み
減
食
化
と
分
別
収

集
を
徹
底
し
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
当
初
の
計
画
で
あ
っ

た
十
年
間
よ
り
、
三
年
間
も
延

命
し
、
平
成
八
年
度
ま
で
埋
め

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二

期
処
分
場
の
準
備
を
し
な
い
と

平
成
九
年
度
か
ら
の
埋
め
立
て

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

扇
事
業
は
何
年
間

第
二
期
事
業
は
、
平
成
六
年

度
か
ら
八
年
度
ま
で
の
三
か
年

継
続
事
業
で
、
埋
め
立
て
容
量

二
十
三
万
三
千
立
方
討
を
確
保

し
ま
す
。
埋
め
立
て
で
き
る
年

数
は
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
十

五
年
間
の
予
定
で
す
。

第
二
期
事
業
の
主
な
施
設
と

し
て
は
、
貯
留
構
造
物
、
し
ゃ

水
工
、
浸
出
水
処
理
施
設
な
ど

で
す
。

{
貯
留
構
造
物
と
は
】

埋
め
立
て
地
を
最
大
限
確
保

す
る
た
め
と
、
埋
め
立
て
廃
棄

物
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
、

埋
め
立
て
後
の
荷
重
に
耐
え
ら

れ
る
貯
留
膿
(
土
留
め
)
を
、

沢
と
直
角
に
建
設
し
ま
す
。
貯

留
堰
堤
は
、
高
さ
九

・
五
M
川、

堤
延
長
六
十
六
肘
で
、
擁
壁
前

面
に
管
理
用
の
道
路
を
腹
付
目

し
、
背
面
に
は
し
ゃ
水
工
と
の

接
合
が
必
要
と
な
る
た
め
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
と
し
ま

す。【し
ゃ
水
エ
と
は
】

埋
め
立
て
ご
み
か
ら
の
浸
出

水

(雨
水
等
が
浸
透
し
て
出
る

水
)
が
、
埋
め
立
て
地
の
外
に

流
出
し
て
二
次
公
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

表
土
を
削
り
取
っ
た
斜
面
を
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
シ
l
ト
で
覆
い
、

浸
出
水
の
地
下
浸
透
を
防
ぎ
ま

す。【
理
出
水
処
理
施
設
に
は
】

埋
め
立
て
地
内
の
浸
出
水
集

水
施
設
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

浸
出
水
が
、
放
流
先
の
公
共
用

水
域
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に
、

浸
出
水
処
理
施
設
を
設
置
し
ま

す。
汚
水
の
処
理
方
法
は
、
生
物

処
理
、
凝
集
沈
殿
処
理
、
砂
ろ

過
処
理
、
活
性
炭
吸
器
処
理
、

滅
菌
処
理
な
ど
で
、
き
れ
い
な

水
に
す
る
施
設
で
す
。
処
理
能

力
は
、
一
日
百
十
立
方
討
で
、

従
来
の
倍
の
能
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。本

年
度
施
工
す
る
工
事
は
、

土
木
工
事
が
主
体
で
、
埋
め
立

て
地
の
表
土
を
軟
岩
盤
ま
で
削

り
取
り
、
浸
出
水
の
流
出
を
防

ぐ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ
1
ト
の
し

ゃ
水
工
事
、
埋
め
立
て
廃
築
物

の
流
出
を
防
ぐ
擁
壁
等
流
出
防

止
設
備
工
事
な
ど
で
、
九
億
八

千
八
百
八
十
万
円
の
工
事
費
で

す
。
浸
出
水
処
理
施
設
は
来
年

度
以
降
に
な
り
ま
す
。

・
担
当
環
境
衛
生
管
理
課

• • • 
健康づくりをモットーに、毎月 1回あ

るき続廿ている「平塚あるく会」を取材

した。取材は谷口宏子さん(夕陽ケ丘)

300回を迎える平塚あるく会

• • • 

「
平
塚
あ
る
く
会
」
の

会
員
は
約
二
百
六
十
人
、

四
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で

年
齢
層
も
幅
広
く
、
そ
の

内
女
性
は
三
分
の
こ
で

.険診

“‘ す
。
月
一
回
の
あ
る
く
会

に
は
、
一
般
参
加
者
も
含

め
、
常
時
百
数
十
名
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。
八
J
れ

か
ら
十
二
J
Mの
コ
ー
ス

を、

一
日
か
け
て
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
ま
す
。

人
気
の
コ
1
ス
は
、

三

浦
、
其
鶴
、
伊
豆
(
宮

戸
)
な
ど
で
、
特
に
鎌
倉

方
面
の
時
は
参
加
者
が
多

く
な
り
ま
す
。

一
月
は
七
福
神
巡
り
、

二
月
は
観
梅
、
春
は
桜
、

梅
雨
時
は
ア
ジ
サ
イ
、
秋

は
ス
ス
キ
、
紅
葉
と
四
季

折
々
の
見
所
を
取
り
入
れ

て
い
る
の
も
楽
し
み
の

一

つ
で
す
。

会
費
は
年
二
千
円
、

一

般
参
加
者
は

一
回
三
百
円

.
}
で
す
(
傷
害
保
険
ほ
か
)
。

{. 

来年300回を迎える平線あるく会

昭
和
四
十
五
年
に
発
足

し
、
健
康
づ
く
り
と
会
員

相
互
の
融
和
を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
を
続
け
、
来
年
一

月
に
二
十
五
年
、

三
百
四

を
迎
え
ま
す
。

毎
年
一
月
に
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
目
新

し
い
所
や
自
然
を
楽
し
め

る
所
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
コ
1
ス
を
選

び
、
実
行
日
の
約
一

か
月

前
に
役
員
が
下
見
を
し
ま

す
。
一
番
苦
労
す
る
こ
と

は
、
山
道
で
の
ト
イ
レ
、

昼
食
を
と
る
場
所
、
危
険

な
場
所
の
確
認
な
ど
で
す
。

女
性
が
多
い
の
で
、

ト
イ

レ
が
な
い
た
め
コ
1
ス
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

と
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
役
員
は
史
跡

の
下
調
べ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
陰
の
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、
会
員
の
信
頼
を一

手
に
受
け
、
す
ば
ら
し
い

会
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

行
楽
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
、
楽
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
秋
の

一
日
ぜ
ひ

一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

4
N

。
・
連
絡
先
森
河
宏
久

(電
話
出
|
三
四
O
こ

}.
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(2) 平成6年寸 O月オ 5日

八
月
三
十
日
か
ら
開
会
さ
れ

て
い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、

九
月
二
十

一
日
審
議
を
終
え
閉

会
し
た
。

今
議
会
は
、

一
般
会
計
や
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
な
ど
十
七
議
案

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ

た
行
政
要
員
の
選
任
や
功
労
者

の
表
彰
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ

た

。

(

敬

称

略

)

{
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
}

秋
山
浩
教
育
長
が
去
る
五
月

十
三
日
に
逝
去
さ
れ
、
欠
員
と
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教育 委 員

鈴木勅 男 氏

な
っ
て
い
た
委
員
の
後
任
と
し

て
同
意
を
求
め
た
も
の
。

・
鈴
木
勅
男
(
立
野
町
制
番
初

号
){

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
}

小
川
保
委
員
が
十
月
十
日
で

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の

後
任
と
し
て
同
意
を
求
め
た
も

の。・
小
池
英
子

(宝
町
ロ
番
目
号
)

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
}

秋
の
火
災
予
防
運
動

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
は
注
意

第 53フ 号

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま

で
「
安
心
の
暮
ら
し
の
中
心
火

の
用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一

斉
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

市
内
に
お
貯
る
今
年
の
火
災

件
数
は
、
十
月
四
日
ま
で
で
八

十
七
件
。
原
因
別
に
見
る
と
放

火
が
二
十
件
、
車
両
火
災
が
十

六
件
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
十
五
件
、

公 平 委 員

小池英子氏

石
塚
二
三
男
委
員
が
十
月
四

日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め、

そ
の
後
任
と
し
て
同
意
を
求
め

た
も
の
。

・
滝
口
勝
弘

(代
宮
町
7
番
却

号
){工

事
請
負
契
約
の
締
結
}

予
定
価
格
が
一
億
七
千
万
円

を
超
え
る
た
め
、
条
例
の
定
め

に
従
い
議
決
を
求
め
た
も
の
。

.
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
第
二
期
整
備
工
事
・
:
九
億

放火火災が増加している。 ご注意を

た
ば
こ
十
一
件
、
火
遊
び
八
件
、

た
き
火
二
件
、
そ
の
他
十
五
件

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
す

で
に
五
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

や
心
掛
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
も
の
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
る
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
ご
注
意
を
。

。
火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

.
寝
た
ば
乙
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

・
子
供
の
火
遊
び
に
注
意
す
る

.
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を

し
な
い

・
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き

は
そ
の
場
を
は
な
れ
な
い

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

-
ふ
ろ
の
空
だ
き
に
注
意
す
る

.
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

h
f
b
'
T
 

Lt
s
z
 

八
千
八
百
八
十
万
円
東
急

原
田
建
設
共
同
企
業
体

日
億
円
の
補
正

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
道
路
・
街
路
事
業
な
ど
の

追
加
を
始
め
、
国

・
県
補
助
金

の
内
定
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、

既
定
予
算
で
措
置
で
き
な
か
っ

た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
措
置
し

て
い
る
。

こ
の
結
果
、
今
回
の
補
正
額

は
十
五
億
六
千
四
百
十
七
万
九

千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
予

算
規
模
は
七
百
二
十
七
億
八
千

六
百
九
十
七
万
円
と
な
っ
た
。

(マた②諮稚マにかマ O す 謹し
息申預印由国持生ら対)学る 者、主

罰金鑑定等参ま平象に務。に次 2
t閥通 認就すれ成 申課保に i
21期帳③謹園るた元昭詩学 育骸 i
日間 申諸費も幼年和を事 料当 i
( 諮問補の児 4 63 0 係、 のす:
金 lo tSSE助 月年( ー る i
)月 札布金① 1 4 内部 幼 j

記 説 交 私 自月 線 を児 2
17 入守付立 ま 2 五補の l
日 し巴申幼で臼ニ助保 j

f 

i 

i 
j 

尋

j数回賑しりし 決 ト 般 ル 七
主一市 わ 、のさ最まののがタ第
i千)い 動華を優 つ部部行ま四
i五が」き やク 秀た三七わつ十
主百 選土のかリ賞。十十れり四
E ニ ば五あさアに 一六 、の回
i十 れ誤る、しは 点、点審写湘
f八た認 作目時て、 の、査真南
主点。 !玄品わ七夜 入七 の コ ひi。応え「 い夕景 選タ結ンら

~ r~ 夜をまの 者フ 果 ク つ
総町の出つ難 がオー 1 か

七
夕
ま
つ
り
の
競
演

就
学
時
の
健
康
診
断

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
四

月
に
市
内
の
小
学
校
へ
入
学
す

る
幼
児
を
対
象
に
、
健
康
状
態

を
把
握
す
る
た
め
の
健
康
診
断

を
実
施
す
る
。

監
当
ず
る
家
庭
に
は
既
に
通

知
し
て
あ
る
が
、
通
知
曹
が
届

か
な
い
と
き
や
、
外
国
籍
の
幼

児
で
入
学
を
希
望
す
る
と
き

は
、
学
務
課
保
健
給
食
係
(
内

線
五
三
二
)
に
ご
連
絡
を
。

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
は
、

文
化
財
保
甑
強
調
週
間
ι

と
れ

に
併
せ
て
、
市
内
に
あ
る
文
化

財
の
い
く
つ
か
が
特
別
公
開
さ

れ
る
。

現
在
、
市
内
の
指
定
文
化
財

は
国
指
定
が
金
目
観
音
堂
内
厨

子
と
前
立
聖
観
世
音
菩
瞳
像
な

ど
三
件
、
県
指
堤
か
妙
覚
寺
四

マ
対
象
昭
和
臼
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

私
立
幼
稚
園
の

年
長
児
に
補
助

受
付
は
口
日
か
ら

教
育
委
員
会
で
は
、
十
月
一

日
現
在
私
立
幼
稚
園
等
に
在
園

文
化
財
を
特
別
公
開

保護強調週間

脚
門
な
ど
六
件
、
市
指
定
が
僧

空
海
画
像
な
ど
二
十
二
件
あ

る。
今
回
公
開
さ
れ
る
の
は
、
正

福
寺
(
大
島
)
の
薬
師
如
来
立

像
と
十
二
神
将
立
像
、
普
福
寺

(
広
川
)
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
、

平
等
寺
(
豊
田
平
等
寺
)
の
薬

師
知
来
坐
像
、
薬
王
寺
(
組
)

の
阿
弥
陀
如
来
三
時
像
(
以
上

合
同
相
談
会
開
く

法
律
、
人
権
、
税
金
、
年
金
、

教
育
、
登
記
、
消
費
生
活
、
お

よ
び
行
政
一
般
に
つ
い
て
の

国
・
県
・
市
合
同
の
相
談
会
が

開
か
れ
る
。

相
談
は
無
料
。
よ
い
機
会
な

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

マ
日
時
日
月
1
日
(
火
)
午

前
日
時
1
午
後
3
時

マ
会
場
駅
ピ
ル
ラ
ス
カ
ホ
1

.レマ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

P謀
市
民
相
骸
係
(
内
経
一
九
一一一
)

平等寺木造薬師如来坐像

は
市
指
定
重
要
文
化
財
)
、
お
よ

び
市
内
最
+
白
の
近
世
神
社
建
築

で
あ
る
北
金
目
神
社
(
北
金
目
)

の
寝
殿
内
部
の
本
殿
。

各
公
開
場
所
で
は
、
自
由
に

文
化
財
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、

解
説
告
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

長
い
歴
史
を
通
じ
て
多
く
の
人

た
ち
が
守
り
続
町
、
現
在
に
残

し
て
く
れ
た
文
化
財
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
と
見
学
を
。

マ
公
開
期
間

叩
月
初
日
(
日
)

i
u月
6
日
(
日
)

・
時
間

午
前
日
時

1
午
後
3

時マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
文
化
財
保
寵
係
(
内
線
五
二

八
)

最優秀 賞 r夜の賑わしり

よ
い
歯
の
作
文

の
入
賞
結
果

よ
い
歯
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
入
賞
作
品
二
十
七

点
が
決
ま
っ
た
。
優
秀
に
選
ば

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
。
応
募

百
四
十
七
点
。
(敬
称
略
)

清
水
良
明
(
神
田
小
2
年
)
、
松

田
茜
(
勝
原
小
2
年
)
、
鈴
木
朋

江
(
旭
小
4
年
)
、
今
井
香
織

(
相
模
小
4
年
)
、
葛
西
那
緒

(
花
水
小
5
年
)
、
若
竹
早
恵

子
(
な
で
し
こ
小
5
年)、

仲
谷

正
史
(
旭
陵
中
3
年
)

重
度
障
害
者

な
ど
ヘ
助
成

十
月
一
日
か
ら
医
療
保
険
制

度
が

一
部
改
正
さ
れ
、
入
院
中

の
食
事
の
標
準
負
担
金
を

一
人

一
日
六
百
円
負
担
し
て
い
た
だ

く
と
と
に
な
っ
た
。

市
で
は
、
震
度
障
害
者
、
お

よ
び

一
人
親
家
庭
等
で
医
療
費

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
こ
の
入
院
中
の
食
事
の
標

準
負
担
金
に
つ
い
て
も
従
来
ど

お
り
助
成
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福
祉

課
障
害
福
祉
係
(
内
線
二
二

二
、
ま
た
は
児
童
福
祉
課
児

茸
係
(
内
線
二
二
ハ
)
へ
。

市
民
相
談
室
(
市
曾
所
)
n
i
-
-
一
一
・
内
線
ニ
九
三

。
人
権
法
律
相
股
・
行
政
相
敵
同
月
日
目
(
火
)
、日
月
日
日
(
火
)

日
時
r
、，
M
時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
i
M
時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
貧
相
麟
日
月
日
目
(
金
)
日
時
S
M
時

。
住

宅

相

験

日

月
四
日
(
火
)
、

日
月
四
日
(
火
)

日
時
1
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
践
日
月
7
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
餓

M
月
加
日
(
木
)
日
時
却
分
i
M時

。
定
例
年
金
相
般
日
月
刊
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
股

毎
週
金
晦
日
9
時
i
M時

。
一
般
市
民
相
政
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
S
M時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
=
一
一
一

。
青
少
年
相
践
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M
時

。
出
張
相
麟

(
神
田
公
民
館
)
叩
月
犯
日
(
金
)
叩
時
S
M
時

。
悩
み
ご
と
は
e
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
3
M時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時
1
M時
初
分
)

事
福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
嬢
)
相
般
日
月
日
日
(
木
)

日
時
泊
分
5
日
時
初
分
、
予
約
制

。
生
活
支
揖
相
敵

毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
叩
分
3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
餓

毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結

婚

姻

設

毎

週

日
曜
日
叩
時
3
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
験

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

s
m時

。
家
庭
児
童
相
股
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M時

。
婦

人

相

践

日

月

刊

臼
(
木
)
日
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
却
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
普
小
学
校
北
側
)

お
l
六
O
一ニ

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
3
口
時
(
電
話
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
5
土
曜
日
9
時
3
口
時
)
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

考
え
方
を
お
聞
き
し
、
今
後
の

市
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る

平
成
六
年
度
住
民
実
態
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
鯛
査
は
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
二
十
歳
以
上
の
四
千
五

百
三
十
七
人
の
方
々
に
郵
送
方

式
で
質
問
し
、
二
千
六
百
九
十

三
人
(
五
九

・
四
軒
)
の
方
々

か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
詳

し
い
内
容
は
総
務
課
統
計
調
査

係
(
内
線
三
四
八
)
へ
。
調
査

期
日
は
七
月

一
目。

市
民
の
健
康
づ
く
り

盟問

(3) 

第
十
回
背
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

一
聞
か
れ
る
。

ル
が
、

十
月
二
十
三
日
(
日
)
一
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

総
合
公
園
平
塚
の
は
ら
っ
ば
で
一
は

「ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ

•. 

，
 

..•• 
‘‘

h: 

・
li
 
l
 

---.
‘ 

つ
岳
、
，
d

パ
1

市
A

，4
セ
P
ト

④
健
康
で
な
い

4
・
3
M
h

⑤
分
か
ら
な
い

1
・
8
m
h

問
2

こ
こ
4
1
5年
の
内
に

健
康
診
断
を
受
け
た
か

①
毎
年
受
け
て
い
る
M
-
o
M山

②
時
々

M

M

・
3
m
h

③
受
け
て
い
な
い
幻
・

7
計

問
3

受
診
し
た
場
所
は

「
学
校

・
勤
務
先
」
が
刊
・

5rで
最
も
高
く
、
以
下

「自

分
で
病
院
等
で
」
の
幻
・

8
M
h

が
続
く

問
4

健
康
や
体
力
維
持
の
た

め
心
掛
け
て
い
る
こ
と
(
複
数

回
答
可
)

①
食
生
活

②
睡
眠

・
休
聾

に
d

.

、，パ・・

自
v
，
《
-
管
官

a
u
-
-
Eパ
t

R
d
.
z
、aaE

1
1来
る
、
見
る
、
遊
ぷ

5
」。恒

例
と
な
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
の
演
饗
や

O
×
ク
イ
ズ
に
加

え
、
ス
リ
1
オ
ン
ス
リ
ー
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
楽
し
い
企
画

が
盛
り
沢
山
。

友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
来

場
を
。

マ
日
時
叩
月
幻
自
(
臼
)
午

前
叩
時
1
午
後
4
時
却
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
背
少
年
課

(屯
話
泣
|
七
O
ニ
九
)

湘
南
ナ
ン
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「湘
南
ナ
ン
バ
ー
」
誕
生
を

祝
う
と
と
も
に
迎
転
マ
ナ
1
の

向
上
を
図
ろ
う
と
、
青
年
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
じ
臼
時
・
会

場
で
湘
南
ナ
ン
バ
ー
誕
生
記
念

③
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

m--Mh

④
酒
・
た
ば
こ
な
ど
を
控
え
る

u
・7
Fh

⑤
ス
ト
レ
ス
解
消
犯
・

8
軒

⑥
そ
の
他

3
・
3
軒

⑦
特
に
な
し

5
・
9
軒

問
5

健
康
の
た
め
歩
く
こ
と

が
あ
る
か

①
常
時

②
と
き
ど
き

③
特
に
な
し

幻

-
4
私

L

t
 

r
h

・
4
和

白
・

3
んあ

問
6

ど
の
よ
う
な
場
所
を
歩

き
た
い
か

(
2
つ
選
ぶ
)

①
防
犯
上
安
全
部
・

2
計

②
交
通
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て

い

る

出

・

9
軒

③
封
観
が
良
い
臼
・

lr

④
文
化

・
史
跡
が
あ
る唱

ム

'

F
バ
1

2

・1
学

t

d
噌

l
L
パ
1

1

:
哲
ン
ト

8

・3
苦

1

・2
軒

⑤
舗
装
道
路

⑥
そ
の
他

⑦
分
か
ら
な
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

問
7

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
乙
と
が
あ
る
か

①

あ

る

お

・

7
軒

②
な
い

河・

3
軒

問
8

参
加
し
た
い
と
思
う
か

①

し

た

い

ぬ

・

5
軒

②
し
た
く
な
い
日
・

lr

③
分
か
ら
な
い

必
・

4
r

問
9

参
加
し
た
い
の
は
ど
の

よ
う
な
活
動
か
(
被
数
回
答

可
)

「高
齢
者
や
障
害
者
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
灯
・

7
軒
で
最
も
高
く
、
以
下
「
環

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。

当
日
は
、
ベ
ル
マ
l
レ
平
塚

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「キ
ン
グ
ベ

ル
I
世
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
の

記
念
撮
影
や
、
湘
南
ナ
ン
バ
ー

の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

引
白
か
ら
湘
南

ナ
ン
バ
ー
誕
生

湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
が
十
月
三
十
一

日
(
月
)
か

ら
業
務
を
開
始
す
る
。

マ
住
所
東
豊
田
三
六
九
l
m

マ
屯
話
(
叩
月
幻
日
か
ら
)

・
登
録
棋
倒
l
八
九

O
八

・
車
両
課
臼
|
八
九
O
九

な
お
、
初
日
ま
で
は
仮
事
務

所
(
氾
話
附

l
叩
l
一
一
一
一

七
)
へ
。

境
保
謹
や
リ
サ
イ
ク
ル
」
の

ぬ
・

0
軒
が
続
く

問
叩

ど
の
よ
う
な
形
で
参
加

し
た
い
か

「グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
」

が
河
・

4
軒
で
最
も
高
く
、

「個
人
で
」
の
四
・

3rが
続

/
¥
 

同
日

参
加
し
た
く
な
い
理
由

「時
聞
が
な
い
」
が

M
・

6
rで
最
も
高
く
、

「参
加
す

る
意
思
が
な
い
」
の
お
・

1
軒

が
続
く

問
ロ

金
銭
を
受
け
と
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

①
自
己
負
担
が
良
い
口

・
3
一一山

②
交
通
貨
は
良
い
出

・

1r

③
実
費
は
良
い

M
・
7
軒

④
そ
の
他

4
・
4
r

⑤

分

か

ら

な

い

ロ

・
5
計

「
放
置
ゼ
ロ
さ
わ
や
か
駅

前
街
づ
く
り
」
と
題
し
、
首

都
圏
放
置
自
転
車
・
バ
イ
ク
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
十
月

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。

便
利
な
自
転
車
や
バ
イ
ク

も
、
無
秩
序
に
放
置
さ
れ
る
と

歩
行
者
の
通
行
障
害
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
救
急
・
消
防
活

動
の
障
害
と
な
る
な
ど
様
々
な

社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
。
駅
周
辺
は
「
自
転
車
の

放
置
禁
止
区
域
」
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
駐
輪
場
な
ど
定
め
ら

れ
た
場
所
に
き
ち
ん
と
置
く
よ

う
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全

課
(
内
線
二
五
五
)

空
き
ス
ペ
ー
ス

現
在
、
錦
町
自
転
車
駐
車
場

(
管
理
事
務
所

・
屯
話
幻

l
四

五
こ
ご

と
八
重
咲
町
公
園
第

三
自
転
車
駐
車
場

(同

・
電
話

剖
|
九
O
五
九
)
の
ニ
か
所
に
、

月
極
め
お
よ
び

一
時
利
用
が
で

き
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
た
、
駅
西
口
北
側
の
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
ポ
l
ト
(
管
理
事

務
所

・
屯
話
幻

l
六
回

O
六
)

で
は
、
自
転
車
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

料
金
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
管
理

事
務
所
へ
。

お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

産
業
ま
つ
り
(
十
一
月
十
一

日
3
十
四
日
、
見
附
台
体
育

館
)
の
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
て
い
た
だ
く
お
弁
当
を

募
集
し
て
い
る。

手
軽
に
作
れ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
お
弁
当

(
主
食
は
米
)
を

お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
。

マ
部
門
、
経
費

(
副
食
の
み
)

①
行
楽
弁
当
五
百
円
以
内

②
幼
稚
園
弁
当
二
百
円
以
内

③
中
高
生
弁
当
四
百
円
以
内

④
勤
労
者
弁
当
四
百
円
以
内

⑤
シ
ル
バ
ー
弁
当
四
百
円
以

内⑤
米
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理

経
費
は
自
由

マ
応
募
期
限

日
月
8
日
(
火
)

マ
出
品
物
の
搬
入
日
月
日
日

(
金
)
午
前
日
時

5
ロ
時
、
見

附
台
体
育
館
2
階
会
議
室

マ
応
募
先
農
産
課
営
農
指
導

係
(
内
線
五
四
三
)

償
却
資
産
申
告

の
事
前
調
査
を

固
定
資
産
の
う
ち
、
償
却
資

産
(
機
械
、
工
具
な
ど
)
の
申

告
は
毎
年
一
月
三
十

一
日
ま
で

処
理
区
域
広
が
る

公
共
下
水
道
の
接
続
工
事
を

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
る
が
、
今
月
か

ら
処
理
区
域
が
広
が
っ
た
。

マ
処
理
開
始
区
域
御
殿
四
丁

目
、
北
豊
田
、
豊
田
本
郷
、
南

盟
国
、
豊
田
宮
下
、
盟
国
平
等

寺
、
豊
田
小
嶺
、
岡
崎
の
各

一

部
処
理
が
開
始
さ
れ
る
と
、
一

年
以
内
に
台
所
や
ふ
ろ
場
な
ど

か
ら
の
排
水
は
直
接
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
こ
と
と
、

三
年

以
内
に
ト
イ
レ
を
く
み
取
り
式

か
ら
水
洗
式
に
改
造
す
る
こ
と

が
義
務
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
貸
し
付
け
悌
舷
・
助
成
金

制
度
が
あ
る
の
で
ご
利
用
を
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
総
務
課

庶
務
係
(
内
線
四
四
八
)
に
お

尋
ね
を
。

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
申
告

で
は

一
月
一
日
現
在
の
資
産
の

所
有
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

資
産
税
課
償
却
資
産
係
(
内

線
二
九
二
で
は
、
来
年
度
の

申
告
に
あ
た
り
、
本
年
ま
で
の

申
告
で
所
有
す
る
資
産
の
取
得

価
格
の
合
計
が
百
五
十
万
円
未

満
の
方
(
事
業
所
)
に
、
平
成

六
年
中
に
取
得
し
た
資
産
の
状

況
を
照
会
し
て
い
る
。

照
会
状
の
届
い
た
方
で
、
六

年
中
に
所
有
す
る
資
産
に
増
減

の
あ
っ
た
方
、

ま
た
は
七
年
一

月
一
日
ま
で
に
そ
の
予
定
が
あ

る
方
は
、
十

一
月
七
日
(
月
)

ま
で
に
ご
連
絡
を
。
な
お
、
連

絡
の
な
い
場
合
は
、
申
告
書
の

送
付
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
で
ご
了
承
を
。

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
の
小
宮
贋

司
氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
崎

治
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

マ
監
査
公
表
第
口
号
①
対
象

現
境
部
に
お
け
る
予
算
の
執
行

等
財
務
に
関
す
る
事
務
②
結

果
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

マ
監
査
公
表
第
四
号
①
対
象

道
路
部
に
お
げ
る
予
算
の
執
行

等
財
務
に
関
す
る
事
務
②
結

果
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

料

判

明

朝
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観光パスで秋の施設見学会ヘあなたの声を広聴パドローJレ

みなさんでご参加を/実施日 11月15日(火)、18日(金)

コース市役所一寒川浄水場一大神環境

衛生センタ一一ペルマーレ平塚練習場

一下水晶終末処理場一平塚競技場一市役

所解散
・集 合 市役所午前 8時50分

・定 員 各自先着50人

・持ちもの 昼食、雨具

。 申し込み 参加を希望される方は、はがき

か包括で住所、氏名(参加者全員)、電話番号

を記入して「〒254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴腕施設見学会係(内線314)Jへ

市民の み な さ ん の意見や要望、

苦情などを聴き、 市政に反映させ

ます。お気軽にご利用を

く)10月19日(水)
14時-16時崇善公民館

く)10月26日(水)
14時-16時松原公民館
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※問い合わせは広報広聴幌広聴担当へ(内線355)



(4)  

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
の
改
善

な
ど
幅
広
い
対
応
が
必
要
。
そ

こ
で
、
成
人
病
の
予
防
や
健
康

の
増
進
な
ど
健
康
に
関
す
る
知

織
を
深
め
、
壮
年
期
か
ら
健
康

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ

や

ぷ
方
学

見
て

の
い

果

つ
結
に

診
養

健
栄

平成6年寸 O月 15日

高ち1ヰ
l添っ.~

社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
近
い
将
来
介
聾
を
必
要
と
す
る
方
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と

る
方
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
の

様
々
な
事
撲
を
実
施
し
て
い
る
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
(
健
康
課
・
内
線
二
五
九
)

成
人
病
予
防
を
学
ぼ
う

健
康
教
室

う
と
健
康
教
室
を
聞
い
て
い
る
。

教
室
の
テ
ー
マ
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
よ

う
と
、
平
塚
市
医
師
会
や
平
原

歯
科
医
師
会
な
ど
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
医
師
の
指
導

・
生

活
・
栄
養
・
運
動
に
関
す
る
も

の
を
設
定
し
て
い
る
。

教
室
の
案
内
は
、
広
報
ひ
ら

つ
か
で
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し

広報ひらつか第 53フ号

健康相肢は健康フェスティパルや公民

館まつりの会場などでも実施している

て
い
る
が
、
昨
年
度
は
二
百
二

十
一
回
実
施
し
、
延
べ
一
万
人

以
上
の
方
が
受
講
し
た
。

健
康
を
守
り
、
健
康
な
体
を

つ
く
る
こ
と
は
す
べ
て
の
世
代

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
。
ぜ
ひ

受
講
を
。

主
な
テ
1
マ
と
内
容
は
、
次

の
と
お
り
。

O
高
脂
血
症
の
予
防
教
室

高

脂
血
症
と
は、

血
液
中
に
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど

の
脂
質
が
多
す
ぎ
る
状
態
の
と

と
。
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
狭
心
症
や
心
筋
こ
う
そ
く
の

要
因
に
な
る
動
脈
硬
化
が
進
む

危
険
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
病
気
に
関

す
る
知
識
と
食
生
活
の
改
善
、

適
当
な
運
動
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ。。
糖
尿
病
の
予
防
教
室

過
食

や
運
動
不
足
、
肥
満
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
が
原
因
と
い
わ
れ
、

ω

歳
以
降
で
は

m人
に
1
人
が
予

備
軍
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ほ
か
の
成
人
病
の
引
き
金
に
も

な
り
や
す
い
。
そ
こ
で
、
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
予
防
・
改
善

に
つ
い
て
学
ぶ
。

。
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
教
室

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
や
運
動
不

足
な
ど
に
よ
り
、
骨
が
も
ろ
く

な
る
の
が
骨
組
し
よ
う
症
。
日

介
護
の
負
担
を
減
ら
す

訪
問
指
導

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど

を
抱
え
る
家
庭
を
訪
問
し
て
、

介
離
の
支
援
を
す
る
の
が
訪
問

指
導
。介

護
を
し
て
い
る
家
族
は
、

二
十
四
時
間
態
勢
で
世
話
を
し

て
お
り
、
精
神
的
に
も
身
体
的

に
も
負
担
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
保

健
婦
や
宕
謹
婦
、
栄
養
士
や
歯

科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
な
ど

が
訪
問
し
、
主
治
医
の
指
示
の

も
と
に
家
庭
に
お
け
る
看
護
や

療
強
方
法
、
機
能
訓
練
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
た
め
の
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
方
法

な
ど
の
相
談
に
も
乗
り
、
少
し

で
も
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
協

力
し
て
い
る
。

ま
た
定
期
的
な
保
健
婦
の
訪

問
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る

お
年
寄
り
も
少
な
く
な
い
。

機
能
訓
練

脳
平
中
の
後
遺
症
な
ど
で
身

体
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と

四
之
宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

適
所
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

内
容
は
臼
常
動
作
の
訓
練
を
中

心
に
、
絵
画
や
曾
道
の
教
室
、

運
動
会
や
七
夕
見
物
な
ど
の
野

外
訓
練
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

健
康
診
査

が
ん
・
心
臓
病

・
脳
卒
中

・

糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
を
予
防

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
早
期
発

見
・
治
療
を
目
的
に
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
る
。
健
診
の
受
貯

方
、
指
定
医
療
機
関
な
ど
に
つ

い
て
は
、
四
十
歳
以
上
の
方
全

員

(勤
務
先
で
健
康
診
断
を
受

げ
る
機
会
の
あ
る
方
は
除
く
)

に
お
送
り
す
る
は
が
き
(
健
診

の
お
知
ら
せ
)
で
ご
案
内
し
て

い
る
。

。
基
本
健
康
診
査

ω歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
指
定
医
療
機

関
で
個
別
に
実
施
し
て
い
る
(
無

料
)
。
健
診
の
結
果
、
食
生
活
、

運
動
、
休
設
な
ど
の
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
た
方
に
は
、
健
康
管
理
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

。
が
ん
検
診
(
有
料
)

・
胃
・
大
腸
が
ん

ω歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
集
団
検
診
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

・
肺
が
ん
刊
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
指
定
医
療
機
関
で
の

施
設
検
診
と
し
て
実
施
し
て
い

る。・
子
宮
・
乳
が
ん
叩
歳
以
上

の
女
性
を
対
象
に
、
集
団
検
診

と
指
定
医
療
機
関
で
の
施
設
検

診
の
2
つ
の
方
法
で
実
施
し
て

い
る
。

※
河
歳
以
上
、
ま
た
は
節
目
年

齢
(
却

・
お
・

ω
・
6
・
印
・

日
・

ω
・
臼
歳
)
の
方
に
は
、

無
料
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

中
路
料

住
学
J

大
通
制

崎
の
一
円

岡
へ
酬

民
業
が
好
き
で
隣
村
か
ら

岡
崎
の
農
家
に
嫁
い
で
五
十

年
、
主
人
が
五
十

一
歳
の
若

さ
で
他
界
し
て
か
ら
三
十
年

に
な
り
ま
し
た
。

一
時
は
好
き

な
農
業
を
や
め
よ
う
と
ま
で

思
い
ま
し
た
が
、
気
を
取
り
直

し
て
農
業
高
校
を
出
た
ば
か

り
の
長
男
と
頑
張
り
ま
し
た
。

私
の
好
き
な
散
歩
道
は
、

大
住
中
学
校
の
西
に
広
が
る

田
畑
の
中
の
農
道
で
す
。
私

が
嫁
い
だ
こ
ろ
は
、
ひ
ど
い

草
道
ば
か
り
で
し
た
が
、
今

で
は
通
学
路
に
も
指
定
さ

れ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

道
路
に
変
わ
り
ま
し
た
。
登

下
校
時
以
外
に
は
、
ほ
と
ん

ど
人
通
り
も
な
い
と
の
道
を

散
歩
す
る
の
が
何
よ
り
も
好

き
で
す
。
歩
い
て
往
復
二
千

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
へ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
公
的
介
護
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
な
か
で
も
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
す

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

五
百
歩
、
両
端
に
は
我
が
家

の
田
畑
も
あ
り
ま
す
。

特
に
楽
し
い
の
は
、
歩
き

な
が
ら
黄
金
色
に
突
っ
た
稲

穂
や
畑
の
作
物
を
見
て
回
る

こ
と
で
す
。
今
年
は
台
風
の

膨
轡
も
少
な
く
、
稲
刈
り
も

順
調
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

日
が
暮
れ
て
、
田
畑
の
仕

事
を
終
え
て
こ
の
散
歩
道
を

帰
る
と
ろ
、
晴
れ
た
自
に
は

正
面
に
富
士
山
、
右
手
に
大

山
・
丹
沢
、
左
手
に
箱
根
二

子
山

・
湘
南
平
と
実
に
奇
麗

な
長
色
が
広
が
り
ま
す
。

で
も
、
時
代
の
波
は
す
ぐ

そ
ば
ま
で
押
し
寄
せ
、
大
き

な
建
物
も
で
き
て
い
ま
す
。

せ
め
て
、
乙
の
近
く
だ
貯
は

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
風

去
を
残
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課

「私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

鎌倉市在住の洋画家宮崎進は、 1922年
〈大正竹年)山口県徳山市|こ生まれ、旅

芸人の一座で舞台美術の仕事をしたの

ち、日本美術学枝に入り、油絵を学ぶ。

出征、シベリ戸抑留と戦争体験を経て、

1967年第10目安井貨を受賞。現在に至る

までおう盛な制作活動を続けている。

本展は、 多彩な展開を示しなガらも、

その底に自らの生のあかしとしての表現

を一貫して探り続ける宮崎進の芸術世界

を、初期から近作までの代表作と、新作

の二部構成約100点により紹介する。

油彩画60点水彩・コラージュ6点
ドローイング 17点デッサン 12点.町(りュウ・ド・ムフタール)1972年

-会期
10月29日(主)......12月4日(日)

・会場
平塚市美術館展示室

・開館時間 午前9時30分~午後4時50分

(入場は午後4時30分まで)

一般600円、大・高校生400円、

中・小学生200円

・平塚市美術館 電話35ー2111

『宮崎港星雲』

-観覧料

美術鎗企画震

在
っ
た
捕
虜

1
9
5
1年



官

心
や
体
の
健
康
に
関
す
る
個

鍵

人
の
相
談
に
応
じ
て
、
保
健
婦

る
役

れ
一

や
栄
護
士
が
指
導
や
助
言
を
行

ゎ

山

っ

て
い
る
。
病
気
を
持
つ
方
ば

行

川
で
パ

か
り
で
な
く、

健
康
な
方
も
多

圏
ィ

く
利
用
し
て
お
り
、
健
康
確
認

公
テ

d
4
4
合

ス

の

場

に

も

な

っ

て

い
る。

l
i
t-総
ェ

O
保
健
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
曜
健
康
診
査
の
結
果
な
ど
を
記

市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い

る

健

日

か

ら
金
曜
日
ま
で
、

毎

日

相

入
し
、
自
ら
の
健
康
管
理
と
適

康
普
及
員
。
現
在
、

二
百

十

六

談

を
受
目
付
け
て
い
る
。
な

切
な
医
療
に
役
立
て
て
い
た
だ

人
の
み
な
さ
ん
が
活
躍
し
て

い

お

、
火
曜
日
の
午
前
中
は
成

人

こ

う

と
、
四
十
歳
以
上
の
希
望

お

母

さ

ん

が

ん

ば

っ

て

ク

リ

ー

ン

大

作

戦

あ

っ

て

る

か

な

第 63フ雪

健
康
普
及
員
の
活
動

「
地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ

く
り
運
動
を
展
開
し
、

そ
の
運

動
の
核
と
な
る
人
材
」
と
し
て

広報ひらつか平 成6年 10月 16日(6) 

る。
主
な
活
動
は
、
健
康
に
関
す

る
研
修
会
や
学
習
会
を
開
催
し

た
り
、

「
普
及
員
だ
よ
り」

を

発
行
し
地
域
の
方
々
に
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
な
ど。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
学
ん

だ
乙
と
、
身
に
つ
甘
た
こ
と
な

ど
を
地
域
社
会
に
普
及
さ
せ
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
た
だ
ζ
う
と

運
動
を
展
開
し
て
い
る。

ン大会市民体育レクリエーショ

健
康
相
談

今
年
で
四
十
二
回

目
を
迎
え
た
市
民
体

育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
(
地
区
レ
ク
)

が
十
月
二
日
か
ら

十
日
に
か
貯
市
内
二

十
五
会
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、

さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下、

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
や
O
×
ゲ
l
ム
な

ど
各
地
区
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
並
び
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
よ
ろ
こ
び

病
予
防
相
談
(
予
約
制
)
を
行

っ
て
い
る
。

・
電
話

M
A
l
o
-
-一一一

。
も
し
も
し
健
康
相
談

毎
週

月
曜
日
と
木
曜
日
、
午
前
日
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
電
話
に
よ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る

0

・
電
話

M
l
±
=
二

者
に
健
康
手
帳
を
お
配
り
し
て

い
る
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

交
付
は
健
康
鯨
や
保
健
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
の
ほ
か
、
が
ん
検

診
や
健
康
教
室
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
る
。
な
お
、
七
十
歳
以

上
の
医
療
受
給
者
と
六
十
五
歳

以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態

に
あ
る
方
に
は
、
全
員
に
お
配

り
し
て
い
る。

健
康
手
帳
の
交
付

なわとひ暢競争残念/

..・・・4・・・・・4・・・・4砂。........・4砂・・......~・4砂・・・.・4・・・・・.・・・・4・・・4・4・・4・・・・・・・・4砂・4砂・4砂
:縫い4・~~ ⑬i⑪;斗22順 500円

fミ f環ζ，~ι泊三~I:函訳~ ・~ ~会浅間祭
司‘、"'"<μιJ弘 司・且~_， . -司-イ玄すで、 ・・・・J・
一 燈樫夕 、.〆 ヌをた

j ・4砂・・・.・・4・・4砂。.~・・・・・.......~・・・.・・・4・4砂
:展] たは通学している方30人(先着順〉

・期間 11月10日(木)~15日(火) : ・テキスト代 500円

。休館日 毎週月曜日 : ・申し込み視聴覚ライブラリ-

O美術館

干 254西 八幡1-1-3

-日 程 10月29日(土) ~30日
・会 場 背 少 年 会 館 ほ か

。休館日 毎週月曜日、 11月 4目、 11

月 15口~17日(館内改修工事)

。青少年会館

〒 254浅 間 町12-41

(日)

電話32ー 7029

| 博 物 館 |
カ漂着物を拾う会

-日時 11月12日(土) 9 時30分~11

時。参加自由。雨天時中止

・集合花水川橋平縁側たもと

食体験学習「紙すきJ
-日時 11月13日(日) 9 時~15時

・場所博物館科学教室(定員20人)

・参加資 700円

・申し込み 往復はがきに住所・氏名・

電話番号を記入のうえ、 11月 4日(金)

までに博物館「紙すき係J(多数抽せん)

。博物館実習生による展示

(日)まで

マンボ、ルンバ、ジルバなど社交ダ: @地質部門:地図

ンスの基礎を党えよう j臼(火)

・日程 11月 8 臼 ~12月 13日 (11月 15 : 0休館 日 毎週月曜日、月末、 11月 1

日をのぞく)の毎週火曜日、全 5回 ;日(火) ~12月 2 日(金)はプラネタリ
【平塚市幼小図工作品展】 : ・日 時 11月12日(土)9 時~16時50分 j ・時間 19時~21時 ;ウム一般投影休止(空調整備改修工事)

・期間 10月20日(木) ~25日(火) :・会場 中央館3階会議室 • .会場背少年会館集会室 :0博物館

【第30回神察川県美術 展平 塚巡 回 • .対象市内 に お 住まい、お勤め、ま: ・対象 18歳以上30歳以下 の男女各10 ~ 〒254浅間町12ー41 電話33-5111

・.・.・・4・・・・・4・・・・・・・4・.・・・・・・・・・・・・・・・・4・・.・・・・4・・・・・・・・.・4・・.・・・・・・.~・4砂。..~・4砂

10月30日

11月 1 日(火) ~29

会資料展示

。 〈特集〉 江戸川乱歩 と乱歩賞展

江戸川乱歩生誕百年にあたり、乱歩

と乱歩f.I:の本の展示 を行う

・期間 10月 15臼(土)~ll月 11 臼(金)

・場所中央館貸出室

。 〈特集〉 文学 賞受賞作品

-期間 10月 27日(木)~11月 9 日(水)

・場所 中央館 1階ロビー

。休館 日 毎週月昭目、月末、 10月25

日(中央館内消務)

。中央図.館

〒254浅間町12-41

*寄贈品コーナー展示

電話31ー0415

EE狙I!~二~翠
会青年社交ダンス教室

包 括35ー 2111

E国・・E言ヨ・・TI"t1
。 10月16日 (日)10時、 14時、中央館

「男はつらいよ 寅次郎の縁談」

。 10月23日 (日)10時、 14時、中央館

fllびきのねととあほうどり」

。 10月30日 (日)10時、 14時、中央館

「ムー ミン消えないおばけJ
「ミッキーマウスとゆかいな仲間たち」

@ ll月 6日 (日) 10時、 14時 、中央館

「大造じいさんとがん」

「ミッキーマウスのお化け退治」

。 11月 13日 (日)10時、 14時、中央館

「キャプテン翼ー奇跡のドライブシュ

ート」

「眠れぬ夜の小さなお話」

女映画会

| 美鐙鑓1
会ワークショップ

@ フレスコ画番外編

コ画探索ツアー

-日時 12月 3目

玉子

-教材皆 無 料 (交通貨は自己負担)

・対象 高校 生以 上20人

-申込期限 11月21日(月)必活

。膏いガラスのレリーフ 熱くて冷た

い紫材

-日時 11月23日(祝)、26日(土)、27日

(目)、 12月 4 日(日)全 4 回、 10時~16

時30分

・教材費 6000円程度

・対象 高校 生以 上20人

・会場 美術館ア トリエ

・申込期限 10月31日(月)必着

。 こどものワー クショ ップ 応の巣 ト

ンネル~アオアズマヤドリの大きな家

・日時 11月12日 (土)、 13日 (日)全

2 回、 9 時30分~16時30分

-教材費 1000円程度

・対象 小学校 1 年生~6年生24人

・会場美術館前庭 ・アト υェ
-申込期限 10月24日{月)必殺

・申込方法 往復はがきにワークショ

ップ名、住所、氏名、電話番号{小学

生は学校名、学年、保護者名)を記入

のうえ、美術館へ。多数抽せん

会市民アートギャラ リー

街の中のフレス

(土) 10時~16時30

食16ミリ映写機操作技術講習会
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